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A 会場／日本医科大学 大学院棟 B1F 実習室 4・5

8：45〜 8：50

開会あいさつ

8：50〜 10：10

シンポジウム 1 ／日本高気圧環境・潜水医学会ジョイントセッション： 
一酸化炭素中毒

座長：奥寺　　敬（中部国際医療センター集中治療部）　

三浦　邦久（医療法人伯鳳会東京曳舟病院救急科）

S1-1	 一酸化炭素中毒に対する高気圧酸素治療について	―治療圧と選択基準―
鈴木　信哉（亀田総合病院救命救急科）

S1-2	 一酸化炭素中毒の際に問題となる遅発性脳症について
土居　　浩（牧田総合病院脳神経外科）

S1-3	 急性一酸化炭素中毒における予後不良予測スコアリングシステム
恩田　秀賢（高知大学／日本医科大学救急医学）

S1-4	 急性一酸化炭素中毒に対する高気圧酸素治療の再検討と今後の指針構築に向けた取り組み
藤田　　基（山口大学医学部附属病院先進救急医療センター）

10：10〜 11：30

シンポジウム 2 ／脳神経蘇生の展望：重要臨床課題の背景
座長：坂本　哲也（公立昭和病院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永山　正雄（国際医療福祉大学医学部・成田病院脳神経内科集中治療部）

S2-1	 JRC蘇生ガイドライン2025における頭部外傷の重要臨床課題とその背景
近藤　　豊（順天堂大学大学院医学研究科救急災害医学）

S2-2	 JRC蘇生ガイドライン2025における脳卒中領域の推奨作成：	 	
脳主幹動脈閉塞スケールの診断性能とくも膜下出血の血圧管理について

小畑　仁司（多根総合病院脳神経外科）
S2-3	 てんかん重積状態の重要臨床課題

吉村　　元（神戸市立医療センター中央市民病院脳神経内科）

プ ロ グ ラ ム
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S2-4	 急性脳症における治療のエビデンス
横堀　將司（日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野）

S2-5	 集中治療を要する神経筋疾患の初期対応
川本　未知（神戸市立医療センター中央市民病院脳神経内科）

11：30〜 12：00

特別講演 1
座長：荒木　　尚（埼玉県立小児医療センター外傷診療科／埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター）

SL1	 脳神経救急領域における外科的脳血行再建術
村井　保夫（日本医科大学脳神経外科）

12：10〜 13：00

ランチョンセミナー 1 ／神経救急におけるてんかん治療への挑戦  
 共催：エーザイ株式会社

座長：和田　剛志（北海道大学大学院医学研究院侵襲制御医学分野救急医学教室）

LS1-1	 救急におけるてんかん診療	UP	TO	DATE
細川　　透（日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野）

LS1-2	 てんかん治療への挑戦　救急領域でのペランパネルの役割
恩田　秀賢（高知大学医学部災害救急医療講座）

13：00〜 13：20

総　会

13：20〜 13：50

特別講演 2
座長：須田　　智（日本医科大学脳神経内科）

SL2	 SKIP 研究から変わった rt-PA静注療法と血栓回収療法
木村　和美（熊本大学脳卒中治療学寄附講座）
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13：55〜 14：25

スポンサードセミナー 共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

座長：三宅　康史（一般社団法人臨床教育開発推進機構）

SS1	 熱中症における神経保護と体温管理
神田　　潤（日本医科大学武蔵小杉病院救命救急科）

14：25〜 15：40

シンポジウム 3 ／脳梗塞再開通療法の適応拡大
座長：神谷　雄己（NTT 東日本関東病院脳神経内科）　　　　　　　

芳村　雅隆（埼玉医科大学国際医療センター脳血管内治療科）

S3-1	 機械的血栓回収術の時間的適応拡大は可能か
鈴木健太郎（日本医科大学武蔵小杉病院脳神経内科）

S3-2	 血栓回収療法の適応　後方循環　現時点でのエビデンスと当院の現状
金子　純也（日本医科大学多摩永山病院救命救急センター）

S3-3	 中血管閉塞（MeVO）に対する吸引ファーストへの治療方針転換とその成績
芳村　雅隆（埼玉医科大学国際医療センター脳血管内治療科）

S3-4	 開始された LVOスケールを用いた救急隊病院選定
竹上　徹郎（京都第一赤十字病院救命救急センター）

S3-5	 新興感染症に伴う救急ひっ迫局面において、	 	
急性期再開通療法実施施設数が医療圏の脳卒中診療の維持に資する

三宅　茂太（横浜市立みなと赤十字病院脳神経外科）

15：40〜 16：29

一般演題 5 ／ Case Series、中和剤、リスク・危機管理
座長：末廣　栄一（国際医療福祉大学成田病院脳神経外科）

O5-1	 当院における脳卒中疑いで救急搬送された低血糖発作16症例の検討
駒井　侯太（日本医科大学付属病院脳神経内科）

O5-2	 急性無動症により搬送されたParkinson 病患者の臨床像
萩原　夕紀（帝京大学医学部附属病院脳神経内科）

O5-3	 神経化学兵器サリン暴露の臨床症状と治療の問題点
奥寺　　敬（富山大学／中部国際医療センター集中治療部）

O5-4	 アンデキサネットアルファの使用経験からみる投与プロトコール
有澤　　慶（虎の門病院脳神経外科）

O5-5	 抗凝固薬内服中の外傷性頭蓋内出血例に対する中和剤使用の検討
林　　俊彦（東京科学大学脳神経外科）
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O5-6	 高齢化社会における頭部外傷と抗凝固療法〜中和と休薬、塞栓性合併症について〜
唐鎌　　淳（市立青梅総合医療センター）

O5-7	 急性意識障害のリスク管理と危機管理；概念と実際
永山　正雄（国際医療福祉大学医学部・成田病院集中治療部医療安全管理部）

16：30〜 17：45

シンポジウム 4 ／心肺脳蘇生における多職種連携
座長：黒田　泰弘（TMG あさか医療センター ER 救急センター）　

横堀　將司（日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野）

S4-1	 心因性心停止・心原性ショック患者の脳灌流・脳機能温存	 	
—複合的経皮的補助循環治療における他職種連携—

中田　　淳（日本医科大学付属病院心臓血管集中治療科）
S4-2	 多機関多職種で行う病院前心肺脳蘇生	 	

〜 High	Performance	Resuscitation	Utsunomiya	model 〜
藤田　健亮（済生会宇都宮病院救急・集中治療科）

S4-3	 ECPRにおける多職種連携	―神経学的転帰改善を目指して―
伊集院真一（兵庫県災害医療センター救急部）

S4-4	 循環器内科・救命救急センター・院内多職種が連携したECPR体制の整備と実績
蔵下　元気（香川大学医学部循環器・腎臓・脳卒中内科学）

S4-5	 心停止蘇生後患者のPICS対策および患者家族ケアにおける多職種連携
白﨑　加純（聖路加国際病院救急科／金沢大学医薬保健学総合研究科博士課程医学専攻）

17：45〜 17：50

閉会あいさつ
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B 会場／日本医科大学 大学院棟 B2F 第 3 演習室

8：50〜 9：25

一般演題 1 ／外傷 1
座長：安心院康彦（帝京大学医学部救急医学講座）

O1-1	 当院の脳振盪症例からわかる健忘についての検討
藤山　雄一（健和会大手町病院脳神経外科）

O1-2	 頭部外傷を呈した高所墜落例の傾向と課題	 	
―高度救命救急センターにおける頭部外傷523症例の解析―

岡野　将之（横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター）
O1-3	 頭部外傷急性期の脳波モニタリング中にプロポフォールで脳波上の発作が明確になった一例

浅田萌々子（TMGあさか医療センター神経集中治療科）
O1-4	 頭部外傷におけるCT	perfusion での Tmax（time-to-maximum）の有用性の検討

土師　康平（山口大学医学部附属病院脳神経外科）
O1-5	 頭部外傷後早期に 18	F-THK5351-PET検査を施行した症例の検討

宍戸　　肇（香川大学医学部附属病院救命救急センター）

9：25〜 10：00

一般演題 2 ／外傷 2
座長：畝本　恭子（南町田病院救急科）

O2-1	 3D画像解析を用いた減圧開頭術時における前角脳室穿刺の至適ランドマークの検討
佐々木和馬（日本医科大学多摩永山病院救命救急センター／獨協医科大学埼玉医療センター脳神経外科）

O2-2	 重症頭部外傷における、臨床所見および画像所見変化と ICP値の相関に関する検証
野村綜一郎（横浜市立大学大学院医学研究科脳神経外科学）

O2-3	 Simple	hematoma	type 急性硬膜下血腫での内視鏡手術の注意点
廣田　　晋（土浦協同病院脳神経外科）

O2-4	 頭部外傷開頭手術における術後創部感染予防のための工夫
刈部　　博（仙台市立病院脳神経外科）

O2-5	 利水剤による慢性硬膜下血腫術後再手術予防における効果比較
國保　倫子（日本医科大学千葉北総病院脳神経外科）
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10：00〜 10：35

一般演題 3 ／外傷 3
座長：本多　　満（東邦大学医療センター大森病院救命救急センター）

O3-1	 繰り返す頭部打撲後に遅発性に急性硬膜下血腫が増大した1症例
山田　哲久（飯塚病院脳神経外科救急科）

O3-2	 急性期直達手術を施行した中大脳動脈損傷を伴った重症頭部外傷の1例
鈴木　　剛（川口市立医療センター救命救急センター／日本医科大学救急医学教室）

O3-3	 散弾銃による外傷性頚部椎骨動脈損傷の1例
石橋　尚弥（香川大学医学部附属病院救命救急センター）

O3-4	 一期的に血腫除去、異物抜去、硬膜形成を行うことができた経眼窩的穿通性脳損傷の一例
青木　瑞樹（東京女子医科大学附属足立医療センター脳神経外科）

O3-5	 腰仙椎骨折後にくも膜下腔に脂肪沈着を起こした稀な1例
広瀬　大輝（昭和医科大学病院医学部救急・災害医学講座）

10：35〜 11：17

一般演題 4 ／感染症、脳炎、脳症
座長：安藤　哲朗（亀田メディカルセンター脳神経センター脳神経内科）

O4-1	 転移性脳腫瘍と鑑別を要し保存的加療が奏効し救命できた肺原発多発脳膿瘍の一例
高橋　史郎（日本医科大学武蔵小杉病院脳神経内科）

O4-2	 血行感染性硬膜下膿瘍の一例
畔上　空也（埼玉医科大学国際医療センター脳卒中外科）

O4-3	 てんかん発作が入院契機となったCreutzfeldt-Jakob	disease（CJD）
松谷　　学（済生会小樽病院脳神経内科）

O4-4	 意図的な腹部CTでの卵巣腫瘍が診断の補助となった抗NMDA受容体脳炎の1例
小池　優毅（東京都立多摩総合医療センター救命・集中治療科）

O4-5	 インフルエンザ感染を契機としたAcute	Hemorrhagic	Leukoencephalitis（AHLE）の一例
森内　俊達（神戸市立医療センター中央市民病院脳神経内科）

O4-6	 敗血症急性期に認める器質的脳障害の臨床的意義
細川　　透（日本大学医学部救急医学系救急集中治療分野）
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12：10〜 13：00

ランチョンセミナー 2 ／救急領域を取り巻くてんかん治療と新規抗てん
かん発作薬 共催：ユーシービージャパン株式会社

座長：横堀　將司（日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野）

LS2-1	 神経集中治療ガイドライン2024におけるてんかん急性期診療の現状と課題
一二三　亨（杏林大学付属病院救急総合診療科）

LS2-2	 救急・集中治療における新規抗てんかん発作薬の特性と役割
星山　栄成（獨協医科大学病院脳神経内科救命救急センター）

13：55〜 14：37

一般演題 6 ／症例報告、基礎研究
座長：小畑　仁司（多根総合病院脳神経外科・救急科・集中治療科）

O6-1	 両側内側縦束症候群を呈した中脳梗塞の一例
木村真由香（獨協医科大学病院脳卒中センター）

O6-2	 出血発症の感染性頭蓋外頸動脈瘤に対してステント併用コイル塞栓術にて治療を行った1例
茂原　知弥（信州大学医学部脳神経外科学教室）

O6-3	 慢性頭痛の精査中に意識障害を来した喫煙者の一例
田中　達也（国際医療福祉大学成田病院脳神経外科）

O6-4	 昏睡状態で発見され、救命し得た atypical	meningiomaの一例
松本　成未（日本医科大学付属病院脳神経外科）

O6-5	 詳細な問診が診断の鍵となった高Na血症による意識障害の一例
稲川　尭志（日本医科大学救急医学教室）

O6-6	 ラット急性一酸化炭素中毒モデルにおけるクレマスチンの髄鞘保護効果について
藤田　　基（山口大学医学部附属病院先進救急医療センター）

14：37〜 15：12

一般演題 7 ／てんかん
座長：星山　栄成（獨協医科大学病院脳神経内科救命救急センター）

O7-1	 持続脳波モニタリングにおける多職種連携とその効果		
〜重症頭部外傷患者に対する看護師による脳波測定プロトコル導入の有効性の検討〜

朝見　正宏（さいたま赤十字病院高度救命救急センター）
O7-2	 多施設共同研究データを用いた頭部外傷後早期けいれんの予防投薬効果の検証

荒井　雪花（国立病院機構災害医療センター）
O7-3	 重症頭部外傷における抗てんかん薬による急性症候性発作および晩期発作の予防効果

大竹　　誠（横浜市立大学大学院医学研究科脳神経外科学）
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O7-4	 心因性非てんかん発作（psychogenic	nonepileptic	seizures：	PNES）の否定に	 	
自動瞳孔計による瞳孔指標は有効か

日野　真彰（TMGあさか医療センター神経集中治療科）
O7-5	 良好な神経学的予後を得た超難治性てんかん重積状態の1例

廣瀬　晃平（獨協医科大学病院救急・集中治療科）

15：12〜 15：47

一般演題 8 ／体温管理、モニタリング、神経集中治療
座長：園生　雅弘（帝京大学医療技術学部視能矯正学科）

O8-1	 循環不全患者における脳組織酸素飽和度を維持するための因子
佐藤　　淳（日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野）

O8-2	 単施設における心肺停止蘇生後体温管理療法による予後の後方視的検討
中村　聡志（済生会宇都宮病院救急集中治療科）

O8-3	 重症熱中症患者における重症度別予後と冷却法の影響に関する検討
神田　　潤（日本医科大学救急医学教室／日本医科大学武蔵小杉病院）

O8-4	 敗血症患者の神経学的転帰悪化は低血圧の持続と相関する
甲斐　安祥（日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野）

O8-5	 救急医による神経集中治療；救急科・集中治療科、脳神経内科・外科ダブルボード専門医の	 	
意識調査結果

永山　正雄（国際医療福祉大学医学部・成田病院）

15：47〜 16：29

一般演題 9 ／脳血管障害 1
座長：竹川　英宏（獨協医科大学病院脳卒中センター）

O9-1	 当院における院内発症脳梗塞に対する血栓回収術の検討
川口　　愛（帝京大学医学部附属病院脳神経外科）

O9-2	 経橈骨動脈アプローチによる血栓回収療法の検討	―早期再開通と安全性の両立を目指して―
中村　卓也（信州大学脳神経外科）

O9-3	 脳梗塞の転院症例における超急性期梗塞体積変化と関連する要因
坂本　路果（日本医科大学付属病院脳神経内科）

O9-4	 血栓回収療法後に急性期病院連携により、中大脳動脈解離に対して緊急で頭蓋内ステント留置術を
施行した症例

松村　有祐（NTT東日本関東病院脳神経内科）
O9-5	 機械的血栓回収術により得た血栓に特徴的な病理像を呈したTrousseau 症候群の一例

五十嵐晴紀（獨協医科大学脳卒中センター）
O9-6	 当院における埼玉県急性期脳卒中ネットワークによる搬送症例の実態

松本　佳之（獨協医科大学埼玉医療センター脳神経外科）
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16：29〜 17：04

一般演題 10 ／脳血管障害 2
座長：直江　康孝（川口市立医療センター救命救急センター）

O10-1	 くも膜下出血における来院時血圧と再出血および転帰との関係
小畑　仁司（多根総合病院脳神経外科）

O10-2	 当院における破裂脳動脈瘤に対するWEB留置術の検討
松本　佳之（獨協医科大学埼玉医療センター脳神経外科）

O10-3	 クラゾセンタン使用患者における予後因子に関する検討
武　裕士郎（埼玉医科大学国際医療センター）

O10-4	 症候性脳血管攣縮を合併したくも膜下出血の一例
伊波　博登（日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター）

O10-5	 小型磁場式ナビゲーションシステム、コードレスモータードリルを用いた	 	
緊急穿頭内視鏡下血腫除去術

藤田　浩二（公立那賀病院脳神経外科）

17：04〜 17：39

一般演題 11 ／脳血管障害 3
座長：金子　純也（日本医科大学多摩永山病院救命救急センター）

O11-1	 急性期病変に対する内頸動脈閉塞と high	flow	bypass
亦野　文宏（日本医科大学付属病院脳神経外科）

O11-2	 左中大脳動脈閉塞に伴う進行性脳卒中に対して緊急でSTA-MCAバイパス術を施行し、	 	
良好な転帰が得られた一例

山本　侑樹（金沢大学附属病院脳神経外科）
O11-3	 脳内出血で発症し、緊急手術を要した小脳膠芽腫の一例

山崎　道生（日本医科大学多摩永山病院脳神経外科）
O11-4	 導出静脈の経時的拡張傾向をみとめ最終的に破綻に至った硬膜動静脈瘻の1例

丸山　拓実（信州大学医学部脳神経外科）
O11-5	 急性期脳梗塞患者におけるGLIM基準を用いた入院時栄養評価と臨床転帰の関連：	 	

入院期間延長に対する予測因子としての検討
名取　直俊（日本大学医学部内科学系神経内科学分野）


